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開始した。培養液にはニワトリ水様性卵白 1.5 ml 中に乳酸カルシウム 35 mg または乳酸カルシウム 25 mg＋
ウズラ卵殻粉末 10 mg を添加したしたものを使用した。供試胚は，胚盤葉期から 60，120，240 及び 360 時
間培養したのち，乾重量，全長，第 3 趾長，眼直径及び嘴峯長を計測した。対照群として操作を加えず通常





眼直径は胚盤葉期から培養した胚が最も低い値を示した（ p＜0.05）。Ca と Mg の含有量は 120 時間まで全






































































または孵卵 60 時間後とした。培養液は Kamihira et al 7） を
参考に，乳酸カルシウム（Sigma-Aldrich Co, Tokyo, Japan）


























Co, Tokyo, Japan）により胚の Ca 及び Mg 量を測定した。 
　⑹　統計処理







内ではいずれの区分においても 60 から 120 時間，120 から
240 時間及び 240 から 360 時間にかけて有意な成長が認め










はいずれの区分においても 60 から 120 時間にかけて増加
は認められなかった。しかし，120 から 240 時間及び 240 か
ら 360 時間にかけては有意な増加が認められた（ p＜0.05）。
同一培養時間内では 60 時間と 120 時間において各実験区図 1　培養に用いた人工容器
31人工容器での培養開始時期がニホンウズラ胚の外部計測値とカルシウム及びマグネシウムの含有量に与える影響
間に差は認められなかったが， 240 時間と 360 時間では，
通常孵卵した胚に比べ人工容器で培養した胚は有意に軽







ずれの区分においても 60 から 120 時間，120 から 240 時
間及び 240 から 360 時間にかけて有意な増加が認められた
（ p＜0.05）。同一培養時間内では 60 時間と 120 時間におい
て各実験区間に差は認められなかったが，240 時間と 360
時間では，通常孵卵した胚に比べ人工容器で培養した胚は






　胚の第 3 趾長を図 2（D）に示した。第 3 趾長について
は 60 での計測が出来なかったため 120 時間以降の測定と
した。同一培養実験区内ではいずれの区分においても 120










図 2　ニホンウズラ胚の（A）発生ステージ，（B）乾燥重量，（C）全長，（D）第 3 趾長，（E）嘴峯長及び（F）眼直径
◆：胚盤葉期，乳酸カルシウム 35 mg（n＝5）；■：胚盤葉期，乳酸カルシウム 25 mg＋卵殻粉末 10 mg（n＝5）；◇：
















はいずれの区分においても 60 から 120 時間，120 から 240
時間及び 240 から 360 時間にかけて有意な増加が認められ
た（ p＜0.05）。同一培養時間内では 60 時間と 120 時間に
おいて各実験区間に差は認められなかったが，240 時間と







験区内で はいずれの区分においても 60 から 120 時間にか
けて増加は認められなかった。しかし，120 から 240 時間
及び 240 から 360 時間にかけて有意な濃度の上昇が認めら








験区内ではいずれの区分においても 60 から 120 時間にか
けて増加は認められなかった。しかし，120 から 240 時間
及び 240 から 360 時間にかけて含有量の上昇が認められた









験区内ではいずれの区分においても 60 から 120 時間及び
240 から 360 時間にかけて濃度の減少は認められなかった




◆：胚盤葉期，乳酸カルシウム 35 mg（n＝5）；■：胚盤葉期，乳酸カルシウム 25 mg＋卵殻粉末 10 mg（n＝5）；◇：孵







実験区内ではいずれの区分においても 60 から 120 時間に
かけて増加は認められなかったが，120 から 240 時間及び
240 から 360 時間にかけて有意な増加が認められた（ p＜
0.05）。同一培養時間内では 60 時間と 120 時間において各






















































　鳥類における発生中の Ca や Mg 等のミネラル動態につ
いては，ニホンウズラ8） やニワトリ3） において調べられて
おり，10 日目（120 時間）から 15 日目（360 時間），14 日目



















度，Ca 含有量及び Mg 含有量は，人工容器での培養開始時
期に関係なく，発生開始 120 から 360 時間にかけての増加
が認められ，この推移は人工容器や代理卵殻でウズラ胚を
培養し，培養が進むにつれ胚の Ca 含有量や Mg 含有量が
増加するという報告6） と同様の傾向であった。しかし，120





































































in avian embryo culture system. J Reprod Dev. 48  : 137-
142.
18）　Nakane Y, Tsudzuki M. 1999. Development of the skeleton 
























hours after  incubation  in  the  intact eggshell.   The culture medium was chicken thin albumen supple-        
mented with 35 mg calcium lactate or 25 mg calcium lactate +10 mg quail eggshell powder.  Intact eggs 






developmental stage,  the embryo was the smallest when cultured in vitro at the blastoderm stage,  fol-        
lowed by the embryo cultured in vitro at 60 h, and control group ( p＜0.05).  It was shown that the longer 
the embryo was cultured in vitro, the smaller was the embryo size.  Eye diameter was the smallest ( p＜
0.05) in embryos cultured in vitro from the blastoderm stage.  Calcium and magnesium contents did not 
differ significantly between the groups until 120 hours of culturing. Rapid increase in calcium and magne-        
sium was observed from 240 to 360 hours, and embryos cultured in vitro had lower content than control 
embryos ( p＜0.05).  However, no significant difference was observed in the external measurement for the 
calcium lactate and eggshell powder addition group.  The above results revealed that in spite of calcium 
lactate and eggshell powder addition to the in vitro culture using non air vent artificial vessel, calcium 
and magnesium were not sufficiently absorbed for embryonic development.
Key words：artificial vessel, Japanese quail, embryo culture, external measurement, Calcium and Magnesium 
content
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